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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威

を
振
る
う
中
、全
国
的
に
輸
血
用
血
液
の
不
足
が

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
2
月
の
県
内
献
血

者
は
2
，9
7
3
人
。目
標
の
97
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

9
か
月
連
続
計
画
目
標
を
下
回
って
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、一
時
期
今
の
よ
う
な
献
血
で
は
な

く
、い
わ
ゆ
る「
売
血
」が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
48（
1
9
7
3
）年
に
輸
血
用
血
液
の
す
べ

て
が
献
血
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。現
在
は
、全
国
で
輸
血
用
血
液
製
剤
を

融
通
す
る
体
制
が
確
立
し
て
い
ま
す
の
で
、実
際

に
足
り
な
く
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、

外
科
手
術
の
出
血
時
な
ど
に
用
い
ら
れ
る「
赤
血

球
製
剤
」は
採
血
後
21
日
間
、「
血
小
板
製
剤
」は

採
血
後
4
日
間
し
か
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め

常
に
新
し
い
血
液
が
必
要
で
す
。

　

社
会
の
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、血
液
の
需
要

が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

少
子
化
の
影
響
も
あ
り
若
年
層（
10
～
30
代
）の

献
血
者
数
は
減
少
傾
向
で
す
。こ
の
ま
ま
で
は
安

定
供
給
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。医
療
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
献
血
事
業
。今
年
7
月
に
は
、

第
58
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
が
本
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
献
血
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

広
げ
よ
う  

献
血
の
輪

1月31日松山市の大街道献血ルームで110回目の献血。120回を目指して頑張ろうと思っています。
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昨
年
11
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
第
5
波
が
終
息
。

以
降
県
内
感
染
者
は
ゼ
ロ
の
日
が
続
き
こ
れ

で
コ
ロ
ナ
禍
終
息
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、今

年
に
な
っ
て
年
初
か
ら
感
染
力
が
非
常
に
強

い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
全
国
に
広
が
り
、国
内
で

は一時
期一日
に
 10
万
人
を
超
え
る
感
染
者
が

出
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。県
内
で
も
連
日

2
百
人
か
ら
3
百
人
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
、3
月
に
入
っ
て
も
高
止
ま
り
の
状
況
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、2
月
定
例
県
議
会（
第

3
7
8
回
愛
媛
県
議
会
定
例
会
）が
、2
月
22

日
か
ら
3
月
 18
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
は
今
も
終
息
の

見
込
み
は
立
っ
て
お
ら
ず
、今
議
会
で
も
感
染

拡
大
防
止
と
コ
ロ
ナ
後
の
対
応
を
中
心
に
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。可
決
議
案
は
予
算

28
、条
例
等
 19
、人
事
2
、決
議
1
、そ
の
他
9

で
す
。な
お
、四
国
電
力
に
プ
ル
サ
ー
マ
ル
運

転
停
止
を
求
め
る
請
願
を
不
採
択
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、議
会
最
終
日
に
は
、申
し
合
わ
せ
任

期
を
迎
え
た
中
畑
議
長（
志
士
の
会
、宇
和
島

市
区
、10
期
）、兵
頭
副
議
長（
愛
媛
維
新
の

会
、西
予
市
区
、3
期
）が
辞
職
し
、正
・
副
議

長
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。結
果
、議
長
に

渡
部
浩
議
員（
自
民
、西
条
市
区
、6
期
）、副

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
２
０
２
２
年
２
月
）の
概
要

2月18日開会前に演壇横で撮影

※端数四捨五入

【表1】 令和4年度　県当初予算の会計別規模　（単位：百万円、▲は減）

特
　
別
　
会
　
計

会 計 別 予算額 前年度当初比

企
業
会
計

一般会計 703,280 8,480
災害救助基金 7 ▲ 41 
国民健康保険事業 136,988 ▲ 586 
母子父子寡婦福祉資金 375 80 
中小企業振興資金 5 ▲ 1,525 
農業改良資金 8 ▲ 4 
国営農業水利事業負担金 105 ▲ 43 
県有林経営事業 247 ▲ 52 
林業改善資金 197 0 
沿岸漁業改善資金 51 0 
公共用地整備事業 1,096 609 
港湾施設整備事業 15 増減なし
用品調達 306 増減なし
自動車集中管理 15 0 
公債管理 110,203 661 
奨学資金 160 ▲ 49 

計 249,780 ▲ 948 
電気事業 6,999 1,995 
工業用水道事業 1,726 ▲ 557 
病院事業 62,433 ▲ 904 

計 71,157 534 
合　計 1,024,217 8,066 

議
長
に
古
川
拓
哉
議
員（
愛
媛
維
新
の
会
、新

居
浜
市
区
、3
期
）が
就
任
し
ま
し
た
。渡
部

議
員
の
得
票
数
は
37
票
、古
川
議
員
は
25
票

で
し
た
。6
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員

会
も
新
た
に
正
副
委
員
長
を
互
選
。私
は
、農

林
水
産
委
員
長
に
就
き
ま
し
た
。同
委
員
会

の
委
員
長
は
2
度
目
と
な
り
ま
す
。
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1 
当
初
予
算

　

令
和
4
年
度
当
初
予
算
は
、一
般
会
計

が
7
，0
3
2
億
8
，0
0
0
万
円（
対
前

年
度
84
億
8
，0
0
0
万
円
増
）で
、中
村

県
政
最
大
と
な
っ
た
昨
年
度
を
上
回
る
予

算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
対

現
在
の
約
5
兆
円
か
ら
2
0
3
0
年
度
ま

で
に
約
2
，5
0
0
億
円
増
加
さ
せ
、一人
当

た
り
県
民
所
得
3
0
0
万
円
を
目
指
し
ま

す
。主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
続
き
可
能
な

「
手
の
ひ
ら
県
庁
」の
推
進1

，2
9
0
万
円

　

道
路
占
用
、建
築
確
認
申
請
な
ど
3
0
0

手
続
き
を
2
0
2
4
年
度
ま
で
に
順
次
、オ

ン
ラ
イ
ン
対
応
可
能
に
し
ま
す
。ま
た
、県
武

道
館
や
県
民
文
化
会
館
な
ど
県
有
10
施
設

の
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、支
払
い
ま

で
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▼ 

高
速
無
線
通
信
を
活
⽤
し
た
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
実
装
　
　
　
10
億
3
5
7
万
円

　

事
業
者
と
連
携
す
る
県
内
市
町
か
ら
、

高
速
無
線
通
信
の
環
境
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
モ
デ
ル

事
業
を
募
集
。対
象
と
な
っ
た
5
地
域
で
は
、

一
地
域
当
た
り
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）

基
地
局
を
1
0
0
か
所
整
備
し
ま
す
。

（
注
１
）�Ｄ
Ｘ
：「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」の
略
。デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
駆

使
し
て
、作
業
の一部
に
と
ど
ま
ら
ず
社
会

や
暮
ら
し
全
体
が
よ
り
便
利
に
な
る
よ
う

大
胆
に
変
革
し
て
い
く
取
り
組
み
の
こ
と
。

（
3
） と
べ
も
り
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上

6
億
2
，4
7
5
万
円

　

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
た
え
ひ
め
こ
ど

も
の
城
と
、と
べ
動
物
園
、隣
接
す
る
総
合

運
動
公
園
で
構
成
す
る「
と
べ
も
り
」エ
リ

ア
の
広
報
活
動
の
強
化
と
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。関
連
事
業
を
次
ペ
ー
ジ
の
表
2
に

ま
と
め
ま
し
た
。

（
4
）農
林
水
産
業

▼
柑
橘
園
地
の
再
編
復
旧
整
備

4
億
5
，2
5
5
万
円

　

西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
立
間（
宇
和

島
市
）、玉
津（
同
）、由
良（
松
山
市
）、上
浦

（
今
治
市
）の
4
地
区
で
実
施
し
て
い
る
柑

橘
園
地
の
再
編
復
旧
整
備
事
業
を
継
続
し

ま
す
。昨
年
度
工
事
に
着
手
し
た
玉
津
地

区
に
続
き
、由
良・上
浦
地
区
で
も
区
画
整

理
を
進
め
る
ほ
か
、立
間
地
区
で
は
測
量
設

計
を
始
め
ま
す
。

▼
七
折
小
梅
産
地
再
興
支
援

1
7
9
万
円

　

栽
培
技
術
の
検
証
や
優
良
苗
木
の
増
殖

な
ど
で
園
地
の
再
興
を
図
り
ま
す
。

▼ 

公
共
施
設
の
木
造
化
や
C
L
T
建
築
物

の
整
備
を
支
援
　
　
7
，1
4
5
万
円

応
に
96
事
項
7
0
2
億
円
、西
日
本
豪
雨

か
ら
の
創
造
的
復
興
に
17
事
項
58
億
円

を
計
上
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変

化
を
捉
え
、新
た
な
価
値
創
造
の
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
施
策
は
1
5
5
事
項
50
億
2
，

0
0
0
万
円（
前
年
比
＋
24
億
円
）と
積
極

的
に
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
2
，4
9
7
億
8
，

0
0
0
万
円（
▲
9
億
4
，8
0
0
万
円
）、

企
業
会
計
は
7
1
1
億
5
，7
0
0
万

円（
＋
5
億
3
，4
0
0
万
円
）で
、県
全

体
の
予
算
規
模
は
、1
兆
2
4
2
億
1
，

7
0
0
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。主
な
事
項

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
1
） コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
県
内
中
小
企
業
者
を
支
援

　

県
の
中
小
企
業
者
向
け
融
資
制
度
の
緊

急
経
済
対
策
支
援
金
に「
伴
走
支
援
枠
」を

新
た
に
創
設
。貸
付
原
資
と
し
て
72
億
円
を

計
上
し
、新
規
融
資
枠
1
8
0
億
円
を
確

保
し
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
伴
走
支
援
枠
を
借

り
入
れ
る
際
の
信
用
保
証
料
の
0・2
パー
セ

ン
ト
分
を
補
助
す
る
た
め
、事
業
費
2
億
4
，

3
0
0
万
円
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

（
2
）デ
ジ
タ
ル
変
革
推
進

　
Ｄ
Ｘ（
注
１
）を
推
進
し
、県
内
総
生
産
額
を

一般会計の当初予算規模の推移
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市
町
や
学
校
法
人
、社
会
福
祉
法
人
を

対
象
に
施
設
の
木
造
化
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、民
間
事
業
者
の
C
L
T
建
築
物
の
建

設・設
計
に
係
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

計
、企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
2
8
9
億
7
，

0
0
0
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。

（
1
）国
の
経
済
対
策
に
対
応

▼
⽣
活
福
祉
資
⾦
の
貸
付
原
資
の
追
加

12
億
6
，4
8
2
万
円

　

貸
付
金
の
原
資
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
補
助
し
ま
す
。緊
急
小
口
資
金（
20
万

円
以
内
）、総
合
支
援
金（
2
人
以
上
世
帯

20
万
円
以
内
／
月
、単
身
世
帯
15
万
円
以

内
／
月
）

▼ 

全
国
植
樹
祭
開
催

準
備
費

1
8
4
万
円

　

2
0
2
6
年
度
に

県
内
で
開
催
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2 

補
正
予
算

　

令
和
3
年
度
2
月

補
正
予
算
は
、国
の
経

済
対
策
に
対
応
し
た
補

正
予
算
4
1
3
億
4
，

0
0
0
万
円
と
、第
4

弾
え
ひ
め
版
応
援
金

17
億
9
0
0
万
円
の
補

正
予
算
を
議
会
初
日
に

先
議
し
て
議
決
。第
4

弾
応
援
金
は
、2
月
22

日
か
ら
申
請
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
常
分

は
一
般
政
策
経
費

4
6
8
億
5
0
0
万

円
を
追
加
計
上
す
る一
方
で
、国
の
内
示
額

減
に
よ
り
執
行
で
き
な
か
っ
た
事
業
や
、公

債
費
利
子
の
不
用
額
な
ど
1
7
8
億
3
，

5
0
0
万
円
を
減
額
。一
般
会
計
、特
別
会

【表3】令和3年度予算2月補正予算　　　 

補正予算額会 　 計
一般会計 22,903 

一般政策分 39,510 

減額（国内示の減、事業実績の減などによる不用額） ▲ 16,607 

特別会計 3,228 

国民健康保険事業（給付実績の増など  一般政策分） 4,456 

国営農業水利事業負担金 ▲ 25 

公債管理（公債費利子の減など） ▲ 1,203 

企業会計 2,839 

今治地区工業用水道事業の譲渡に係る資産の処分（一般政策分） 2,839 

合　計 28,970 

国の補正予算（経済対策）に対応した補正 41,340 

一般会計（社会経済活動の回復に向けた需要喚起策など） 40,993 

企業会計（工業用水道施設の耐震化など） 347 

第４弾えひめ版応援金【一般会計】 1,709 

※端数四捨五入

議会開会日の先議分　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円、▲は減）

2月補正予算（通常分）　　　　　　　　　 （単位：百万円、▲は減）

【表2】 令和4年度　とべもりエリア関連事業
 とべもりエリア交流拡大推進 2,681万円

3輪EV車の運行、総合運動公園イルミネーション新設、デジタルスタンプラリーなど
 とべ動物園 2億5,079万円

 休憩施設整備、外灯や汚水処理場の機器更新 9,820万円
 とべ動物園魅力向上基金事業 1億5,258万円

イベントの開催、動物の購入、獣舎整備など
 子どもの城 8,308万円

魅力向上推進事業（PR動画作成、SNS広告やテレビCM配信など） 1,275万円
大型アスレッチク遊具の整備など 7,033万円

 県総合運動公園 2億5,405万円
テニスコート防風ネット更新、ダンプトラック更新など 3,274万円
陸上競技場照明LED化、園路の整備など 2億2,132万円

 とべもりカーボン夢プロジェクト 1,002万円
2030年度までに「とべもり」でゼロカーボンを達成するため大学等との連携の下、モデルプランを作成します。

※端数四捨五入
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▼ 
コ
ン
サ
ル
や
⾦
融
機
関
等
と
連
携
し
た

経
営
相
談
等
の
企
業
支
援

1
億
3
，0
4
6
万
円

　

中
小
企
業
の
事
業
転
換
や
債
務
の
借
り

換
え
を
含
め
た
返
済
計
画
策
定
な
ど
の
相

談
に一元
的
に
対
応
す
る
相
談
拠
点
を
設
置

し
ま
す
。松
山
市
に
総
合
相
談
拠
点
を
設

や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
入
場
割
引
ク
ー
ポ
ン（
上

限
2
，0
0
0
円
）を
発
行
し
ま
す
。

▼
県
内
観
光
産
業
の
下
支

55
億
1
，1
0
0
万
円

　

感
染
状
況
に
応
じ
て
県
内
に
宿
泊
し
た

場
合
の
宿
泊
旅
行
代
金
割
引
や
、県
内
土

産
物
店
で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
の
発

行
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
前
後
で
対
象
者

や
特
典
の
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

（
2
）一
般
政
策
経
費

　

各
目
的
基
金
への
積
立
や
、コロ
ナ
禍
で
利

用
料
収
入
が
減
少
し
て
い
る
県
有
施
設
の

指
定
管
理
委
託
料
の
増
額
な
ど
で
す
。

3 

条
例
、人
事
、決
議
、そ
の
他

（
1
）条
例
等

　

条
例
の一部
改
正
な
ど
19
件
。主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・�
Ｄ
Ｘ（
注
１
）推
進
の
財
源
と
な
る「
デ
ジ
タ
ル

社
会
形
成
推
進
基
金
条
例
」（
新
規
）。

・�

学
校
職
員
定
数
条
例
を
改
正
し
、県
立
学

校
3
，8
0
3
人（
＋
1
人
）、市
町
立
学
校

8
，0
2
1
人（
▲
17
人
）と
し
ま
す
。

・�

今
治
地
区
工
業
用
水
事
業
を
今
治
市
に

譲
渡
す
る
た
め
、愛
媛
県
公
営
企
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
を
改
正
。関
連
し
て

資
産
の
処
分
28
億
3
，9
0
0
万
円
を
工

業
用
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
計
上

し
て
い
ま
す
。

（
2
）人
事

　

議
員
か
ら
選
出
し
て
い
る
監
査
委
員
に

大
西
誠
県
議（
伊
予
市
区
、3
期
）と
、兵
頭

竜
県
議（
西
予
市
区
、3
期
）を
選
任
し
ま

し
た
。

（
3
）決
議

　

3
月
2
日
、議
員
提
案
で
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
への
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
を
本

会
議
に
上
程
、全
会一致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※�

3
月
15
日
現
在
、知
事
選
挙
の
た
め
2

月
定
例
議
会
を
2
月
中
旬
に
終
え
て
い

た
石
川
県
を
除
く
46
都
道
府
県
が
非
難

決
議
を
し
て
い
ま
す
。愛
媛
県
は
、都
道

府
県
の
中
で
13
番
目
。今
も
、多
く
の
自

治
体
で
戦
後
の
平
和・民
主
主
義
の
価
値

観
を
揺
る
が
す
行
為
に
非
難
の
声
が
あ

が
って
い
ま
す
。

（
4
）そ
の
他

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

置
す
る
ほ
か
、東
中
南
予
各
地
の
金
融
機
関

の
支
店
に
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
を
計
20
か
所

程
度
設
け
ま
す
。

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
文
化
芸
術
鑑
賞
の
促
進

　
2
億
1
，3
4
2
万
円

　

県
内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
芸
術
イ
ベン
ト

【表4】 国の補正予算（経済対策）に対応した補正予算の主な事業
経済対策の総額　　　413億3,952万円
一般会計 409億9,245万円

変異株への対応強化と生活維持への支援 14億1,700万円
生活福祉資金の貸付原資の追加 12億6,482万円
中小企業の業務継続計画等の点検・⾒直し支援 2,483万円

など
将来を⾒据えた事業展開と先行投資 17億3,687万円

市町の行政⼿続きのオンライン化に合わせた標準化モデルの構築 5億　139万円
コンサルや金融機関等と連携した経営相談等の企業支援 1億3,046万円

など
変異株への対応強化と生活維持への支援 58億7,459万円

県内宿泊旅行代金割引等による県内観光産業の下支 55億1,100万円
など

防災・減災対策と県民の安全対策 270億4,303万円
その他 49億2,096万円

畜産業の収益力・生産基盤の強化 17億3,526万円
など

企業会計 3億4,706万円
工業用水道施設の耐震化 3億　297万円
⽟川ダムと⿊瀬ダムの改良工事負担金 4,409万円

※端数四捨五入
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・
包
括
外
部
監
査（
注
2
）契
約
の
締
結

・�
県
立
病
院
の
診
療
費
未
払
金（
4
1
3

人
：
5
，4
9
3
万
円
）な
ど
回
収
不
能

と
な
っ
た
債
権
の
放
棄

・
土
木
建
設
事
業
等
の
負
担
額
の
変
更

・�

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
策

（
10
億
5
，8
9
6
万
円
）と
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
対
す
る
県
独
自
の
対
応（
9
億
2
，

8
2
8
万
円
）の
た
め
専
決
し
た
2
件
の

予
算
を
承
認

（
注
2
）�包
括
外
部
監
査
：
弁
護
士
や
公
認
会
計

士
な
ど
外
部
の
監
査
人
か
ら
予
算
の
使
い

方
に
つい
て
監
査
を
受
け
る
こ
と
。地
方
自

治
法
で
、都
道
府
県
、政
令
指
定
都
市
、中

核
市
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【表5】 令和4年度当初予算の主な事業
コロナ対策の強化
○ 入院患者の病床確保、宿泊療養施設の運営 260億5,600万円
○ 自宅療養者の健康管理体制の強化 6億1,789万円
○ 感染拡大防止に向けた検査体制の強化 30億6,677万円
　 ワクチン接種を行う医療機関等への支援 10億6,743万円
　 愛顔の安心飲食店の認証取得の推進 2億8,244万円
豪雨災害からの創造的復興
　 新整備計画に基づく肱川水系治水対策の推進 34億5,053万円
○ 柑橘園地の再編復旧や柑橘農家の早期復興支援 4億5,255万円
新たな未来を切り拓くデジタル施策の展開
◎ 県・市町協働によるデジタル人材確保と情報格差対策 6,020万円
◎ いつでもどこでも⼿続き可能な「⼿のひら県庁」の推進 1,290万円
◎ 高速無線通信を活用したデジタル技術の実装 10億 357万円
◎ デジタル人材の育成・確保や誘致に向けた体制整備 3,074万円
◎ 産業DX推進に向けた企業のフラグシップモデルの創出 6,948万円
防災・減災対策
○ 緊急避難道路の整備、河川、砂防等の改修補強 41億8,000万円
◎ 河川管理者と地域住民等が協働する流域治水対策 7,000万円
○ 県庁第⼆別館等の建替と県⽴学校の⻑寿命化 27億1,806万円
人口減少対策
◎ 南予移住の拡大とワーケーションの誘致促進 3,683万円
○ オンライン移住フェア等を通じた移住者受入態勢の拡充 5,464万円
　 子どもの愛顔応援ファンドを活用した子育て支援 1億3,383万円
　 デジタルツールを駆使した独⾝男⼥の出会いの場の提供 3,465万円
地域経済活の性化
商工・観光
◎ 制度融資の拡充による中小企業者への伴走支援 2億4,300万円
◎ 松山空港国際線のインバウンド・アウトバウンド対策 1億 187万円
○ ジップラインを核としたとべもりエリアの魅力向上 6億2,475万円
農林水産業
　 JAと連携して取り組む農業の担い⼿確保対策 1億1,103万円
　 七折小梅産地再興支援（栽培技術の検証や園地の再興） 179万円
　 未来型果樹園を核とした園地力・商品力の向上推進 9,337万円
　 公共施設の木造化やCLT建築物の整備を支援 7,135万円
医療・福祉等の充実
　 プラチナドクターバンク等による医師確保対策 1,866万円
◎ 心に不安を抱える児童等のケアを行う病棟の整備 4,818万円
◎ 電気自動車と急速充電設備の普及促進支援 1,313万円
教育・文化・スポーツ
◎ プログラミング等を融合したえひめ版STEAM教育の確⽴ 1,612万円
○ プロ野球オールスターゲームの盛り上げなど愛・野球博事業の実施 4,800万円
○ 全国高校総体の開催 2億4,541万円
社会資本整備
　 大洲・八幡浜自動車道と山⿃坂ダムの整備促進 20億9,899万円
　 JR松山駅付近連続⽴体交差事業（H21年～R6年度） 36億8,980万円

※端数四捨五入

◎新規事業　○大幅増額
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す
る
コ
ス
ト
な
ど
、全
部
、天
秤
に
か
け
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。地
球
温
暖
化

問
題
で
も
っ
と
も
難
し
い
問
題
は
、何
を
す

る
か
決
め
る
こ
と
」と
語
って
い
ま
す
。

▼
共
同
通
信
が
ま
と
め
た
集
計
で
は
、令

和
4
年
度
当
初
予
算
に
42
都
道
府
県
が

新
規
の
脱
炭
素
事
業
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。愛
媛
県
は「
と
べ
も
り
」エ
リ
ア
で

2
0
3
0
年
度
ま
で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を

達
成
す
る
た
め
の
計
画
策
定
や
、運
輸
部

門
で
電
動
車
の
導
入
を
加
速
す
る
新
規

事
業
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。2
0
5
0
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
は
、日
本
が
世
界

に
向
け
て
宣
言
し
た
こ
と
で
す
。今
後
、私

た
ち
や
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
気
運
の
醸
成

が
課
題
で
す
。

▼
県
議
会
は
、真
鍋
叔
郎

博
士
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
受
賞
と
愛
媛
県
県
民

賞
の
受
賞
を
記
念
し
て

「
地
球
温
暖
化
対
策
ロ
ビ
ー
展
」を
2
月

28
日
か
ら
3
月
8
日
ま
で
、議
事
堂
1
階

ロ
ビ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。博
士
は
、愛
媛

県
宇
摩
郡
新
立
村（
し
ん
り
つ
む
ら
）（
現・

四
国
中
央
市
）に
生
ま
れ
、旧
制
三
島
中
学

（
現・三
島
高
校
）か
ら
旧
の
医
科
大
学
を

経
て
新
制
東
京
大
学
に
進
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
33（
1
9
5
8
）年
に
渡
米
し
ア
メ
リ

カ
国
立
気
象
局
入
り
、後
に
主
任
研
究
員

に
な
り
ま
し
た
。

▼
博
士
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
、月
刊
文

藝
春
秋
3
月
号
に
載
って
い
ま
し
た
。渡
米

の
理
由
は
第
一に
研
究
者
と
し
て
の
就
職

先
、第
二
に
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
に
あ
っ

た
よ
う
で
す
。ま
だ
、戦
後
の
混
乱
の
中
に

あ
っ
た
日
本
社
会
に
比
べ
、ア
メ
リ
カ
は
コ
ン

ピュー
タ
を
使
って
気
象
予
測
を
し
よ
う
と

研
究
を
始
め
て
い
た
よ
う
で
、国
家
の
懐
の

深
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。博
士
は
イ
ン
タ

ビュー
の
最
後
に「
温
暖
化
が
引
き
起
こ
す

災
害
や
異
常
気
象
の
問
題
が
、大
変
な
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
誰
で
も
分
か
っ
て
い
る
。

し
か
し
、具
体
的
に
何
を
す
る
か
。脱
炭

素
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
、経
済
に
も
関

係
し
て
く
る
。わ
れ
わ
れ
の
行
動
を
決
定

す
る
た
め
に
は
、そ
う
し
た
問
題
に
対
処

日
雑
日
感

議事堂ロビーで開催された「地球温暖化対策ロビー展」

　

1
9
9
7
年
に
来
県
以
来
、砥
部
町
の
観

光
セ
ン
タ
ー
炎
の
里
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
る

中
国
人
水
墨
画
家・牛
子
華（
に
ゅ
う�

し
か
）

さ
ん
の
四
国
八
十
八
か
所
霊
場
を
主
題
と
し

た
個
展「
牛
子
華
山
水
画
展�

－�
空
海
の
足

跡
を
辿
って
二
十
三
年�

－�
」が
、2
月
23
日
か

ら
3
月
9
日
県
立
美
術
館
新
館
で
、開
催
さ

れ
ま
し
た
。個
展
は
、愛
媛
県
と
中
国
陝
西

省
の
友
好
都
市
協
定
締
結
7
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
開
催
。墨
の
濃
淡
と
鮮
や
か
な

色
彩
を
巧
み
に
生
か
し
た
約
90
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。展
示
作
品
の
横
に
は「
雪
の

中
を
写
生
に
行
っ
た
帰
り
道
、山
道
で
タ
イ

ヤ
が
す
べって
崖
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、23
年

間
の
苦
労
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」で
知
ら
れ
る
詩

人
の
坂
村
真
民
さ
ん
を
顕
彰
す
る
坂
村
真

民
記
念
館
は
、3
月
5
日（
土
）か
ら
開
館
10

周
年
記
念
の
特
別
企
画
展「
砥
部
の
砥
石
で

己
を
磨
け
」を
開
始
、8
月
28
日
ま
で
開
催

し
ま
す
。5
日
は
開
始
に
先
立
ち
、関
係
者

限
定
の
う
え
開
展
式
を
開
催
。テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
、西
澤
館
長
が
展
示
作
品
の
説
明
を

し
て
回
り
ま
し
た
。3
月
12
日（
土
）に
は
、

砥
部
町
文
化
会
館
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
。コロ
ナ
禍
で
人
数
を
制
限
し
て
の
開
催
で

し
た
が
、真
民
詩
の
フ
ァ
ン
約
4
0
0
人
が
集

い
ま
し
た
。

牛子華さん（右）と、空海が修業し「ゼロ番札所」とされ
る青龍寺（中国西安市）の前で。牛さんは撮影のためマ
スクを外しましたが、私は花粉症もありそのままです。

特別展の開展式でテープカット（左から2人目）

牛
子
華
山
水
画
展

坂
村
真
民
記
念
館

開
館
10
周
年
記
念
特
別
企
画
展
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愛媛県議会議員

松下 行吉  まつした  ゆきよし

〒791-2141 愛媛県伊予郡砥部町岩谷口135
T E L ： 089-969-3605　F A X ： 089-969-3606
Email ： matsushita31@iyo.ne.jp
http://www.iyo.ne.jp/matsushita31/

晴走雨読
私の本棚

せ そ ど
い うう く

　

今
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」は
、皆

さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
源
頼
朝
と
、頼
朝
の
死
後
合
議
制

で
鎌
倉
幕
府
を
動
か
し
た
家
臣
団
の
物
語
で
す
。脚
本

を
書
い
て
い
る
三
谷
幸
喜
氏
は
、「
原
作
と
し
た
小
説
は
な

い
」と
語
っ
て
い
ま
す
が
、こ
こ
に
紹
介
す
る「
日
本
の
歴
史

第
7
巻
」は
、ど
こ
か
で
参
考
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

中
公
文
庫
の「
日
本
の
歴
史（
全
26
巻
）」
は
、

1
9
7
3
年
10
月
か
ら
毎
月
2
巻
ず
つ
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
で
す
の
で
、多
少
現
在
の
通
説
と

異
な
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、神
話
の
時

代
か
ら
現
代
ま
で
日
本
の
歴
史
を
知
る
に
は
最
適
の
シ

リ
ー
ズ
で
す
。中
で
も
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
、第
6
代
将
軍

宗む
ね
た
か
し
ん
の
う

尊
親
王
鎌
倉
追
放（
1
2
6
6
年
）ま
で
の
鎌
倉
時
代

前
期
を
収
め
た
こ
の
第
7
巻
は
、特
に
評
判
が
良
く
名
著

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。著
者
の
石
井
進
氏（
2
0
0
1
年

没
）は
、中
世
史
に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
知
ら
な
い
人
は
い

な
い
と
い
う
ほ
ど
高
名
な
歴
史
学
者
で
名
文
家
で
す
。

　

石
井
氏
は
、本
書
で
東
国
武
士
の
生
活
や
経
済
基

盤
、宗
教
や
芸
術
な
ど
学
術
的
な
面
を
叙
述
す
る
一
方

で
、こ
の
時
代
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
血
で
血
を
洗
う

数
々
の
闘
争
の
裏
側
を
、鎌
倉
幕
府
の
正
史「
吾あ

づ
ま
か
が
み

妻
鏡
」と

「
愚ぐ

か
ん
し
ょ
う

管
抄
」な
ど
他
の
史
料
と
の
食
い
違
い
を
挙
げ
吟
味

し
検
証
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、第
3
代
将
軍
源
実
朝
暗

殺
。通
説
と
な
っ
て
い
る
北
条
義
時
黒
幕
説
に
対
し
て
、背

後
で
糸
を
引
い
た
の
は「
13
人
」の一
人
三
浦
義よ

し
む
ら村

で
は
な

い
か
と
、義
時
説
の
矛
盾
と
義
村
と
暗
殺
実
行
者
公
暁

と
の
深
い
関
係
を
挙
げ
推
測
し
ま
す
。読
む
側
か
ら
は
大

変
面
白
く
興
味
深
い
話
で
す
。た
だ
、著
者
は「
暗
闘
と

陰
謀
の
裏
面
、そ
の
背
後
関
係
の
詮
索
に
力
を
つ
い
や
し

す
ぎ
、い
わ
ば
官
製
の
正
史『
吾
妻
鏡
』の
裏
返
し
に
熱
中

し
す
ぎ
は
し
な
か
っ
た
か
」と
自
問
し
つ
つ
、北
条
氏
が
覇

権
を
獲
得
で
き
た
の
は
巧
妙
な
陰
謀
の
成
功
だ
け
で
は
な

い
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

朝
廷
の
権
威
に
怯
え
な
が
ら
も
東
国
武
士

が
自
ら
の
力
を
自
覚
し
始
め
た
時
代
。そ
こ
に
、

関
東
に
縁
の
あ
っ
た
源
義
朝
の
遺
児
で「
貴
種
」

の
頼
朝
が
い
た
。政
治
セ
ン
ス
抜
群
の
頼
朝
は
、

東
国
武
士
を
取
り
ま
と
め
、京
都
の
後
白
河
上

皇
と
渡
り
合
い
、権
力
を
朝
廷
か
ら
奪
い
取
り

ま
す
。自
信
を
つ
け
た
東
国
武
士
た
ち
は
、頼

朝
の
死
後
、源
氏
を
も
踏
み
台
に
し
て
自
ら
が

政
権
の
中
心
に
坐
り
、本
格
的
な
武
士
の
時
代

を
つ
く
っ
て
行
き
ま
す
。そ
の
間
、「
13
人
」が
ど

ん
な
思
惑
で
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
。こ
の

本
は
大
河
ド
ラ
マ
の
予
習
に
も
最
適
で
す
。
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